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【手続補正書】
【提出日】平成29年4月24日(2017.4.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
  回動軸部を有する第１部分と、
  前記回動軸部が挿入され、挿入された前記回動軸部を回動可能に且つ軸方向に移動可能
に支持する軸支持部を有し、前記第１部分に対して相対回動可能に連結される第２部分と
、
  を備え、
  前記第１部分には凸部が設けられ、前記第２部分には前記回動軸部が前記軸支持部に挿
入されるのに伴い前記凸部と嵌合して前記第２部分の相対回動を規制する凹部が設けられ
ており、
　前記凸部は、前記回動軸部の基端部に設けられ、前記回動軸部の中心軸まわりに回転対
称な多角形に形成されており、
　前記凹部は、前記軸支持部の開口縁部に設けられ、前記凸部と同一な多角形に形成され
ている模型。
【請求項２】
  請求項１記載の模型であって、
  前記凸部の角部は、面取りされ、又は丸められている模型。
【請求項３】
  請求項２記載の模型であって、
  前記凸部及び前記凹部の角数は４以上６以下である模型。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
  本発明に係る模型は、回動軸部を有する第１部分と、前記回動軸部が挿入され、挿入さ
れた前記回動軸部を回動可能に且つ軸方向に移動可能に支持する軸支持部を有し、前記第
１部分に対して相対回動可能に連結される第２部分と、を備え、前記第１部分及び前記第
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２部分のうち、いずれか一方には凸部が設けられ、他方には前記回動軸部が前記軸支持部
に挿入されるのに伴い前記凸部と嵌合して前記第２部分の相対回動を規制する凹部が設け
られており、前記回動軸部及び前記軸支持部には、互いに係合し、前記凸部が前記凹部に
嵌合する第１位置と前記凸部が前記凹部から脱する第２位置との間で該回動軸部の軸方向
の移動を規制する係止部がそれぞれ設けられていることを特徴とする。また、本発明に係
る模型は、回動軸部を有する第１部分と、前記回動軸部が挿入され、挿入された前記回動
軸部を回動可能に且つ軸方向に移動可能に支持する軸支持部を有し、前記第１部分に対し
て相対回動可能に連結される第２部分と、を備え、前記第１部分には凸部が設けられ、前
記第２部分には前記回動軸部が前記軸支持部に挿入されるのに伴い前記凸部と嵌合して前
記第２部分の相対回動を規制する凹部が設けられており、前記凸部は、前記回動軸部の基
端部に設けられ、前記回動軸部の中心軸まわりに回転対称な多角形に形成されており、前
記凹部は、前記軸支持部の開口縁部に設けられ、前記凸部と同一な多角形に形成されてい
ることを特徴とする。
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